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1.　はじめに
キャリア教育は「一人一人の社会的・職業的自立を向け、必要な基盤となる能力や態度を育て
ることを通じて、キャリア発達を促す教育」（平成 21 年 7 月の中央教育審議会キャリア教育・職
業教育特別部会の「審議経過報告」）と定義づけられている。現代社会は科学技術の進歩と経済
のグローバル化によって、ドラスティックに日々変化を遂げている。そういった社会をこれから
生きぬいていくことが予想される学生達にとって、段階的に教養教育や専門教育と有機的に結び
つけたキャリア教育は有効と考えられる。
2.　京都府立大学におけるキャリア育成プログラム
京都府立大学（以下、本学）では文部科学省 2010 年度の「大学生の就業力育成支援事業」選
定を受けて、2011 年度より就業力育成事業として、「キャリア育成プログラム」を開始し、その後
「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」として展開し、今年で 4 年目を迎える。
このプログラムの大きな特徴は１年生後期にキャリア入門講座、2 年生前期ケースメソッド・
キャリア演習を必修科目として履修し、キャリア育成のツールとしてキャリアポートフォリオを
取り入れていることである。また 3 年生にキャリアデザイン演習、4 年生にプログラム修了講座
が選択科目として履修できる。さらに地域と連携したオリジナル・キャリア形成プログラムとし
て、各学科から専門教育の 2 ～ 4 科目の授業が組み込まれており、地域と密着したプログラムが
展開されている。
本プログラム開始時に入学した現４年生が、２つの必修科と位置付けられているキャリア育成
科目の履修後、3，4 年生で選択のキャリア育成科目を履修した状況は以下のようになっている。
○キャリアデザイン演習履修生（3 年次選択科目）履修生　10 名
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文学部　日本中学文学科６人　欧米言語学科 2 人　福祉社会学科 1 人　森林学科　1 人
○プログラム終了講座　（4 年次 9 月集中講義）履修生 5 名
文学部４名、公共政策学部 1 名（※注 1）
上記の内訳をみると、選択科目としてのキャリア形成科目の履修生はほぼ文系学部の学生で占
められている。この背景には各学科の専門科目の位置づけとの関連性もあるが、現 4 年生が 3 年
次にキャリアデザイン演習（注※ 2）を履修した際の履修理由に注目したい。最も多かったのは
3 年次になってそろそろ就職を考える際に、選択や決定に関して少し不安があるので、何らかの
ヒントになるのではという消極的理由であった。次に多かったのは、実際に自分が聴きたいと思
うゲストを招いてのキャリア・セミナーに関わりたかったという積極的理由であった。
さらに文学部の学生の 1 年次のポートフォリオを読むと、専門領域と社会との接点を見出しに
くいと考えている学生が公共政策学部より多くみられた。この傾向は他大学においても同様にみ
られるが、文学部の学生の多くは、専門領域は興味関心のある分野としてとらえ、実践力や対人
スキル等の社会で求められる就業力に大きくかかわるスキルを、課外活動やアルバイト等も含め、
いろいろな機会や活動を通して伸ばしていきたいという考えを示している。今年の 4 年生のキャ
リア育成科目の選択もその一環ととらえていた。
2 年生を対象に学科ごとに展開している文系学部のケースメソッド・キャリア演習は、2012 年にケー
スメソッド手法を用いた必修科目としてのキャリア演習として開講して以来、履修学生の実態に応じ
て継続的に教育手法の改善を試みてきた。プログラム完成年度を迎える今年度、公共政策学科の教
員の協力を得て、ケースメソッド・キャリア演習では、文系 5 学科すべての学科の専門領域にある
程度関連性を持たせた地元企業・団体とのＰＢＬ型協働授業を試みた。本稿では、キャリア形成プ
ログラムにおいて中核ツールとなっているキャリアポートフォリオ（以下ポートフォリオ）と演習終
図 1　キャリア育成プログラム全体図
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了時に学生が記入するリフレクション・シートに基づいて行った教育手法の改善のプロセスに焦点
をあてながら、文系学部の学生がキャリア科目を通じて自分たちの基礎力や成長をどのように記録
し、仕事観を形成していったかをポートフォリオ及び学生のアンケート調査等から検証してみたい。
３．キャリア入門講座
まず 2 年生のケースメソッド・キャリア演習に先立って、5 学科 220 名を対象に開講している
キャリア入門講座について概要を紹介したい。キャリア入門講座は、適切な職業観の醸成と共に
「大学での学びと社会との接点」に気づかせる機会を提供することを目的として、基礎講義とリ
レー講義で構成している（巻末 1）。基礎講義では、学ぶことの意義、働くことへの意味づけや
意義の問いかけを行い、目標設定の仕方、自信や自己効力感の大切さなどについての理解をはかっ
ている。基礎講義と並行してリレー講義では、企業、ＮＰＯ，研究者など様々な分野からゲスト・
スピーカーを招聘し、その仕事内容や各人が歩んできたキャリアを中心に講演をしてもらい、時
には学生のパネラーによって、パネルディスカッションを行ったりする。
文系 5 学科の学生約 220 人が同時に受講する必修科目であるため、学生の興味関心の幅や最も印象
に残るスピーカーはかなり異なっており、様々な分野、年代、立場の方をゲスト・スピーカーとして招
聘する（巻末 2）ゲスト・スピーカの講演内容は、基礎講義の内容を裏付けることが多く、各分野や業
界の仕事の内容をそこで実際に働いている社会人から聴き、働くことの意義、やりがい、仕事の厳しさ
を感じ取り、適切な職業観の醸成をはかる。ポ トーフォリオで学生が各ゲスト・スピーカーの働き方やキャ
リアから、自分自身の学びや社会とのつながりを考え、生き方や働き方について考える、貴重な機会と
もなる。また講演内容から働くさいに社会で求められているスキルや能力・姿勢を感じ取り、どのよう
な基礎力を学生生活で伸ばしていくかを考える機会にもなる。キャリア形成に必要と思われる労働者を
守る法律や男女共同参画、ワークライフバランスの視点も取り入れ、関係機関に講演を依頼している。
４．ケースメソッド・キャリア演習 
入門講座に引き続き、2 年生の必修科目として開講するケースメソッド・キャリア演習では、
学科ごとに 33 ～ 60 名余のクラス編成で PBL 授業を実施している。PBL を展開するにはクラス
サイズが大きすぎることに加え、必修科目ということで、学生のモチベーションやレディネスに
はかなりのばらつきがある。当初はケースメソッドの手法でケースを提供し、グループワークに
よって課題を解決するスタイルをとっていた。もともと米国のロースクールやメディカルスクー
ルで開発された手法であるケースメソッドは、その後ハーバード・ビジネススクールでも多用さ
れているすぐれた教育手法であるが、参加者の高いモチベーションを前提としている。2 年生の
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必修授業では、学生間のモチベーションの差が大きいため、グループ討議や課題解決と最終発表
に至るプロセスで、グループのリーダーやフォロワーとして大きな貢献をする学生がいる一方で、
グループ内にフリーライダーを生み出し、結果として各学生の学びの差も大きかった。
この弊害を極力減らすために、ケースメソッドキャリア演習２年目の開講となる 2013 年度には、
「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」として、地元産業界との連携による課
題提供が可能となったので、ケースの中核に産業界との協働によるＰＢＬ型授業を取り入れた（表 1）
表１　ケースメソッド・キャリア演習のシラバス
回 ケース 概要
1 ガイダンス 科目の目的と目標　日程説明
2 ～４ イントロダクションケース
進路選択に関わる問題事例
グループで進路や就職状況に関する情報をもとに、課題について、
グループ討議を行い、時間の終わりに、発表を行う
チームビルディングを行う
5 ～ 11 アドバンスドケース産業界との協働 PBL
企業担当者によるケース提示⇒グループワークによる課題抽出及
びドラフト案作成⇒中間発表（企業担当者による助言等）⇒グルー
プワークによる企画案作成⇒最終発表（企業担当者の講評）
12 ～ 14 シリーズキャリア講演会の企画
3 年前期の選択科目キャリアデザイン演習における「キャリア講
演会」シリーズの企画案を作成し、チームごとに発表する。
15 授業のまとめ 科目全体のまとめ　キャリアポートフォリオの作成　リフレクションシート
表 1 のアドバンスドケース産業界との協働型 PBL では、企業や外部団体から担当者が授業に
出向いきて、ケースの提供を行い、中間発表、最終発表の際にも参加をし、講評を行った。これ
により初年度のケースメソッドと比較して、より多くの学生のモチベーションが上がり、よりよ
い成果物を協力企業・団体に提供するよう学生たちはケースの終了までモチベーションを保ち、
グループワークに主体的に取り組むことが可能となった。フリーライダーもある程度減少した。
また学生のポートフォリオの記述やリフレクション・シートから、社会人の仕事の進め方や課題
解決の視点を実感する機会となったことが示された。
ポートフォリオのメニューの一つである基礎力ルーブリック（※注３）を利用して学生は半期
ごとに２４の基礎力（表２）を各自で測定している。図 2 はプログラム 2 年目の文系 5 学科全体
の基礎力の伸びを集計し、可視化したものである。（図２）
表 2　24 の基礎力
Q1 親しみやすさ Q2 気配り Q3 対人興味 Q4 多様性理解
Q5 役割理解 Q6 情報共有 Q7 相互支援 Q8 話し合う
Q9 意見を主張する Q10 建設的・創造的な討議 Q11 セルフアウェアネス Q12 ストレスコーピング
Q13 独自理解 Q14 自己効力感 Q15 主体的行動 Q16 完遂
Q17 独自性理解 Q18 本質理解 Q19 目標設定 Q20 シナリオ構築
Q21 行動を起こす Q22 修正・調整・柔軟 Q23 遵法性・社会性 Q24 創造力
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図 2　文系学部学生の基礎力の変化  　　　　　　
図 2 より、入門講座開始前（2012 年 10 月）、終了時（2013 年 2 月初）、ケースメソッド・キャ
リア演習終了時（2013 年 7 月末）の 3 点の変化をみると、ケースメソッド・キャリア演習修了時に、
「話し合う」「意を主張する」「建設的・創造的な討論」など対人関係構築に関するスキルの伸び
が大きい。
また、講座の終了時に行った学生のキャリア意識や授業態度のアンケート調査からは、以下の
推移が見られる。
表３　キャリア意識の推移
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表４．授業態度の変化
現実社会で起こっている事象に取り組む協働型 PBL 授業の一連のプロセスは、学生に以下の結
果をもたらした。（小山裕子、2012 年）
①　 キャリアについての意識の 10 項目すべての平均値と授業態度の 5 項目すべての平均値は、
ケースメソッド修了時に高いという結果であった（表 3 参照）。平均の差についてｔ検定を
試みたところ、「働く意義についての理解」以外の 9 項目と「ポートフォリオの活用」「キャ
リア形成への興味」以外の 3 項目で有意差がみられた。
②　キャリアについての意識と授業態度の変化
　　 現実社会の課題に取り組むことで、目標設定のための努力が高まり、達成感も大きくなるな
ど、授業態度に変容がみられた。
③　 自己理解、社会認知、目標設定及び実行、自分のスキルに関しての自己評価などの向上など
キャリアについての意識の向上が認められた
また、リフレクション・シートの学生の振り返りからは、以下の効果が読み取れた。
リフレクション・シートに見る授業効果
「実際の社会で起こっている問題や課題について体感できた」と約 8 割の学生が回答し、社会人
の視点や仕事に対する姿勢などの気づきの記述が多数みられた。
１）　 現実社会の仕事を大学にいながらある程度体感することができ、仕事観の形成に役立った。
２）　 現実社会にある仕事の問題に向き合って問題解決を行うことで、文系学生、特に文学部の
学生の仕事への不安感が和らぎ、自己効力観の向上につながっている。
以上の結果から PBL 型は、学部 2 年生の必修授業としては、オーソドックスなケースメソッ
ドよりも、参加度が高められ、達成感等の効果も望める。2 年目に残された課題は、リフレクショ
ン・シートの記述より、提示されるケースの種類が学生によっては、興味関心を大きく左右する
ので、各学科により最適な協力企業に協力を求めることであった。
そこで 2014 年度の改善点として、文系 5 学科すべてに専門領域を考慮し、興味関心を持つと
想定されるケースの提示を試みた。2014 年度のケースメソッド・キャリア演習の協力企業及び
提供課題は以下のとおりである。
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表５　2014 年度ケースメソッド・キャリア演習
アドバンスドケースにおけるＰＢＬ型授業の協力企業及び課題
学科 協力企業・団体 課題
文学部日本中国文学科 株式会社淡交社 売れる本の企画案（京都から日本文化を発信する）
文学部欧米言語学科 ECC 株式会社 ECC の新規事業　EOS（English Open Space）の企画案
文学部歴史学科 株式会社淡交社 売れる本の企画案（京都から日本文化を発信する）
公共政策学部公共政策学科 地域公共政策開発機構 地域公共政策士の広報戦略となる効果的な大学新入生向けリーフレットの作成
公共政策学部福祉社会学科 株式会社ウエダ本社 京果会館の再生及び周辺地域の商店街活性化の企画案
※注４　 2014 年度に歴史学科及び日本中国文学科の 2 学科が行ったケースの詳細及び欧米言語
学科が取り組んだ PBL 型ケースの詳細を巻末に示す
また実際のできる限り効果的にＰＢＬ授業を展開するために、グループワークのデメリットであ
るフリーライダー対策も含め、あらかじめ学生にどのようにしたら効果的に討議を進めていくに
はどんなことが必要かについて、話し合う時間を取ってみた。「主体的に」「チームのメンバーと
して、チームに貢献し」、「ケース提供者の満足がいく成果物を創り上げられたかどうか」が評価
の対象になることを事前に明確にし、ＰＢＬ終了後にリフレクション・シートで各学生が自己評
価及びメンバーの評価をおこなった。
2014 年ケースメソッド・キャリア演習のアドバンスドケース（PBL 型）を実施した際に留意し
た点をまとめると以下のようになる。
１）　 地域の産業界と連携して、現実の社会で起きている企業や団体の課題を提示して学生に考
えさせる
２）　 課題提示に際して、各学科の領域の特性を活かし、学生が興味関心を喚起するようコーディ
ネートをする
３）　 ファシリテーターによるグループワークを行いながら、課題に対する企画案を作成する
４）　 課題に際して、可能な限り現地視察を行い、現状を把握し、企画案を作成する
５）　 中間発表を行い、企業及び団体の担当者に各グループの進捗を指摘してもらう
2014 年度のリフレクション・シートから、「実際の社会で起こっている問題や課題について体感
できた」と約 8 割の学生が回答し、社会人の視点や仕事に対する姿勢などの気づきの記述が多数
みられた。これに加えて、専門領域との関連もあり、興味を喚起するケースであったので、より
多くの学生のモチベーションが昨年と比べても総じて高く保たれ、企画案も斬新なアイディアに
企業の担当者が驚かくものも数多くみられた。また中間発表で指摘された課題は、最終発表まで
に大きく改善され、その改善ぶりや課題解決力の高さを企業の担当者は高く評価をしていた。達
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成感の項目でもより多くの学生が強く感じていた。ルーブリックによる基礎力セルフチェックは、
約 8 割の学生が伸びた基礎力があると自己評価をしていたが、約 1 割の学生が下がったとポート
フォリオに記述していた。「その原因として、半年前と比べて客観的に下がったとは思えないので、
自分の基礎力に対する基準値が上がった」と分析している学生が多かった。
今後、ケースメソッド終了後のリフレクション・シートやポートフォリオの基礎力について
2013 年度と同様に分析を行い、PBL 型キャリア科目終了時に、仕事に対する理解や基礎力や目
標設定に関する自己理解がどのくらい深まったか、また基礎力にどのような変化があったかにつ
いて検証し、次年度のケースメソッド・キャリア演習のケース設定に反映したい。
今回はポートフォリオの基礎力チェックをした結果、集計により文系 5 学科で、のびていた
基礎力と、伸びた要因について書かせたところ、大きく分けて、授業、部活動・サークル活動、
アルバイト、学内の活動と類型化することができたが、学科ごとに結果が大きく異なっていた。
2012 年に報告をした考察では、ケースメソッド・キャリア演習終了時の学生の変化が、何によっ
てもたらされたか、2014 年度は定性的調査を行い、この結果についてもまとめ、次年度のケー
スメソッド・キャリア演習及び今後の本学のキャリア支援に活用したい。
ここでふれておきたいことは主体性や行動力を伸びた基礎力として挙げた学生は、授業ではな
く部活動・サークル活動、学内イベントの活動を理由として挙げているということである。この
結果を 1 年生の入門講座やキャリア育成ガイダンスで学生にフィードバックすることで、より多
くの学生の課外活動への積極的関与のきっかけとしたい。インターンシップも同様の効果がある
ことが別の調査で分かっているので、今後も２年生の必修科目であるケースメソッド・キャリア
演習やキャリア育成がインダス等で調査結果を学生に伝え、インターンシップへ積極的に参加を
することを奨励していきたい。大学コンソーシアム京都のインターンシップ参加学生数について
は、この 3 年間で 9 人⇒ 18 人⇒ 21 人と伸びている。文系学部の大学コンソーシアムのインター
ンシップ参加者を見てみると、以下のように推移している　
表６　大学コンソーシアムインターンシップ参加者数の推移
年度 文系学部 全体
2012 年度 6 人 9 人
2013 年度 11 人 17 人
2014 年度 10 人 19 人
2014 年度はコンソーシアムのインターンシップのみならず、学生自らがインターンシップ先
を企業のホームページ等から応募するケースが増えてきている。従来、大学と協定を結ばない直
接応募のインターンシップについては、その数が把握できなかったが、今年度の 4 年生の進路調
査の項目にインターンシップの有無と期間を問い、インターンシップ参加者の実数と今後の推移
を把握したい。
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５．キャリアポートフォリオの役割と効果
キャリアポートフォリオのレポート機能を利用し、授業後に講義や講演での気づきや発見、振
り返りを言語化し、蓄積していくことで、学生個人の成長の記録とする一方で、授業担当者が個々
の学生の気づきや変化を見ることで、授業改善にも役立てている。
キャリアポートフォリオの特徴をまとめると以下のようになる。
1） 双方的授業の支援ツール
学生一人一人の授業内容に対する理解度や受け止め方を振り返りシートによって確認でき、コメ
ント欄を通して、教員からのフィードバックが可能である。 また長期的に学生の成長が可視化
できる。学生の振り返りの記録が散逸しない
2） 基礎力測定ルーブリックを用いて、定期的に学生が自己評価することにより、長期的な視野
で、学生自身が基礎力の推移を把握でき、成長が可視化、実感できる
3） 目標設定や行動計画につながるキャリア形成のツール
キャリア意識の変容や基礎力の変化を学生自身が見ることができ、目標設定や行動計画につなが
る
今後の課題
1） ポートフォリオの共有化
　 現在、ポートフォリオの閲覧とコメント記入はキャリア科目を担当する教員のみである。学
生は 1 年生後期のキャリア入門講座で、専攻の志望理由や何を学びたいのか、卒業までに何
をしたいのか、将来についてもどのようになっていきたいのかをポートフォリオに記述して
いる。内容によっては専門教育に関わる各学部・学科の教員と共有することで、学生のキャ
リア形成においてよりメリットが大きく、キャリア育成プログラムの効果を相乗的にあげる
ことにもなる。
2） FD 報告として、毎年、学生の基礎力の変化や意識の変容を伝えている。継続的に学生の基
礎力の定点測定や興味・関心等に関する自己理解についてのアンケート調査結果を元に、キャ
リア育成プログラムの効果検証を行い、改善をはかっていく。
3） 1 回生、2 回生の全学生を対象に、学生自身の基礎力をルーブリックで半期ごとに自己評価
せることで、客観的に自分の基礎力の段階を把握したうえで、目標設定を行い、主体的に基礎力
の向上に努めることを奨励しているが、3、4 年生になっても継続することが大切である。
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最後に
キャリア育成プログラムは 1 年生から 4 年生の就職活動までをシームレスに行うことで、効果
が上がると考えられる。本学のキャリア教育は、就職に対してのみ行うのではなく、これから先
に続くキャリアの基盤となる視点や考え方、態度を育成するものと考えている。就職は大学から
社会への移行という意味で、円滑な移行という観点をもって支援を行う。在学中においては、目
標設定を行うことで学修を中心とした学生生活そのものを充実させること、卒業後は社会人とし
てより良い人生を送るための科目と位置付け、学生にその趣旨を伝えている。したがって、就職
内定率のみで判断されるべきでなく、各人の 5 年後、10 年後、どのように仕事や人生に取り組
んでいくかということが重要な判断基準である。その測定が今後の課題となるであろう。　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
注
1. 文学部の学生は当初６名が履修をしていたが、2 名が就職活動と重なり欠席となったので、最終的
に単位を取得したのは文学部４名と公共政策部 1 名であった。
2. キャリアデザイン演習は具体的なロールモデルとして、地域社会やグローバル社会で活躍する社会
人を招いてのキャリア講演会と参加型パネルディスカッションや座談会をシリーズとして６回実施
する。この授業では学生が企画・調整・広報を行い、実施する。2013 年度は文系 9 名及び理系 1 名
の学生を対象に開講し、計 6 回の学生主体のセミナーの企画・実施を通して、学生各自が自分の将
来像の構築を行い、ポートフォリオで現在の自分と未来の自分についての気づきや振り返りを行っ
た。ケースメソッド・キャリア実習におけるシリーズキャリア講演会の企画案作成では、シリーズ
のコンセプトを含め、4 回シリーズとして企画案を作成した。
3. 基礎力セルフチェック（ルーブリック）
●周囲や集団に対して
Q5）役割理解 / 連携行動：自分や周囲の役割を理解する / 互いに連携・協力して物事を行う
１ 集団の中で割り当てられたことは、人から非難されない程度にやる
２
３ 集団の中で、周囲に迷惑をかけないよう、自分の担当の仕事をきちんと遂行することができる
４
５ 自分に割り当てられたことでも、最良の結果がでるように、自分なりに工夫して課題に取り組んでいる 
６
７ 自分に割り当てられたことが周囲にどんな影響を及ぼすかを考え、最良の結果がでるように課題に取り組んでいる
８
９ 成果を上げるために、自分に割り当てられたことにとどまらず、集団の中で果たすべき役割を自ら考え、周囲と協力して課題に取り組むことができる
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Q6）情報共有：一緒に物事を進める人達と情報を共有する
１ 自分が持っている情報や知識などを他の人に伝えたり、教えたりすることは少ない
２
３ 自分が持っている情報や知識などを周囲に伝えようと心がけている
４
５ 自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周囲に伝えることができる
６
７ もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲からも有用な情報を引き出すことができる
８
９ 個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができる
Q7）相互支援：互いに力を貸して助け合う
１ 周囲の人が困っていても、その状況に気付かないことが多い
２
３ 他の人が困っているようでも、本人から求められなければ手を貸さない方だ
４
５ 自分の役割だけでなく周囲の状況に気を配り、困っている人の手助けをする方だ
６
７ 周囲の状況に自分が気を配るだけでなく、それぞれの不足している点を補い合うような雰囲気を作り出すよう心がけている
８
９ 皆が互いに助け合い、力を補完しあうようなしくみや環境をつくりだすことができる
●話し合いの場面で（Q8 ～ 10）
Q8）話し合う：どんな相手に対しても、相手に合わせて自分の考えを述べることができる
１ 直感や思いつきで発言しがちで、説明が不足して話が伝わらないことが多い
２
３ 自分の考えを、自分なりに整理し、筋道を立てて伝えることができる
４
５ 自分の考えを、相手の関心に合わせて、それぞれに分かりやすく伝えることができる
６
７ 自分の考えを、相手の関心に合わせて、それぞれに分かりやすく伝えることができる
８
９ 自分の考えを、意思・情熱を込めて、相手に分かりやすく明快に伝えることができる
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４．ケース「京都の魅力を伝える出版物の企画を立案」
対象　歴史学科及び日本中国文学科　2 年生
・出版業界の現状をふまえて
　　書籍・雑誌の取次経由の推定販売金額は、平成 8 年の 2 兆 6,564 億円をピークに、
　　平成 25 年は 1 兆 6,823 億円に減少。約 63％の水準となった。
　　返品率は書籍が 37.5％、雑誌が 38.8％。
　 　そうした中で、学生としての視点・切り口で京都に関する出版企画を立案し、話題となる本、売れ
る本の刊行を試みる。
・企画立案にあたって
1） テーマ設定
　　 京都の歴史・文化、宗教（神社仏閣など）、美術・工芸、ガイド書など、自由でかつ斬新な発想をもって。
2） ターゲットについて
　　年齢・男女、地元か他府県の人向けか、などをまず考える。
　　京都府立大学生、または京都の大学生なら必携の本などもねらい目か。
3） 著者をだれにするか
　　有名人を起用するか、無名の人を発掘するか。ガイド書なら自分で執筆も可能か。
　　また、著者を先に決めて、この人に何を書かせるかを考える手法もあり。
4） 体裁について
　　 本の判型。B5、A5、四六、新書判など適当な大きさと、頁数 ( カラ ・ーモノクロの比率も ) を決める。
１頁に入る文字数は？
5） 定価と部数
　　例：1,400 円（税別）4,000 部など、売れやすさ（買いやすさ）を検討する。
6） 類書の調査
　　過去の出版物の有無。有りの場合は、内容の精査と売行き調査（重版の有無など）。
7） 販売方法の検討
　　本の刊行を記念したイベント企画を開催するなど。
8） 電子書籍化の検討
　　文化財などの写真が多い場合はやや難しいか。
※経費について
　 著者の印税は 8 ～ 10％程度。ほかに写真代・掲載料・イラスト代・デザイン料・取材会議費などが必要。
印刷・紙・製本代は別途。
　一般的に原価は、本体価格×部数× 30％以内に抑える。
　例：1,400 円× 4,000 部× 30％＝ 168 万円特徴としては、以下の 3 点である。
ケース　グローバル化への試み　対象：欧米言語学科 2 年生
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　①　「ECC Open Square（EOS）の本格展開のための施策やアイデア」
ECC Open Squareは、ECCグループが様々なイベントを通じてグローバル感を味わって頂く（語
学学習の楽しさや面白さを実感して頂くため 2014 年 3 月に大阪（梅田）にオープンしたスペー
ス。このスペースを今後さらに発展させてゆくためのアイデア・具体的方策を提案して下さい（ま
た京都府立大学での企画も？）
　②　「ネット時代の留学サービス：　今後の展開のための施策やアイデア」
ECC 海外留学センターでは、子供から大人まで、短期の海外研修から長期留学までさまざまな
海外プログラムを企画・ご案内しています。インターネットに代表される通信環境の変化により、
留学情報の入手や留学手続きも大きく変化していることを踏まえ、ECC 海外留学センターが提
供する留学サービスのあり方、あるいは興味をお持ちの方への訴求方法が今後どのようにある
べきかのアイデア・具体的方策を提案して下さい。
1. ECC グループについて
a. 歴史
✴ 1962 年創立。・・・・
✴ Mission Statement ～　これに基づく諸活動
・建学の理念： 本学は外国語教授を通じて、近代的なセンスと国際的な感覚を持った社会に実際的に活
躍でき得る有用な人材を育成しようとするものである。以って国際間の人々の交流と相
互理解を促進し、世界の文化向上とその恒久平和樹立に寄与したい。
・地球救済キャンペーン
・ホノルル市長杯青少年英語弁論大会
b. 組織・事業内容
✴ ECC 外語学院：　学校数・生徒数
✴ ECC ジュニア：　教室数・生徒数
c. プログラム（商品）
✴ 外語学院、ジュニア、・・・
2. ECC 外語学院と海外留学センターのプログラム
a. ECC 外語学院でのプログラム
✴ 層別、言語別、目的別の各種プログラム
✴ フリートーク（ロビートーク）　→　フリータイムレッスン　LET’S TALK
✴ 国内キャンプ（イングリッシュキャンプ、GLOBAL ENGLISH CAMP、・・・）
b. 学校の外でのプログラム
✴ 国内キャンププログラム
✴ 海外研修プログラム
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・短期海外研修　～　長期留学まで
✴ EOS (ECC Open Square）
3. GLOBALIZATION が叫ばれる現在の状況
✴ 「グローバル人材育成」に向けた政府の取り組み
・文科省：　「トビタテ JAPAN!」
・スーパーグローバル大学・ハイスクール
✴ 地方自治体の取り組み
✴ 大学入試
✴ 企業
4. 課題
a. 「ECC Open Square（EOS）の本格展開のための施策やアイデア」
✴ 2014 年 3 月に大阪（梅田）にオープンなスペースを開設
✴ 3 月～ 6 月の間はオープン記念キャンペーン実施中
✴ 各種のイベントを開催している
　 今後さらに発展させてゆくためのアイデアあるいは具体的方策を提案して下さい。
b. 「ネット時代の留学サービス：　今後のサービス自体と広報のあり方」
✴ 1990 年代までは ECC 学内での募集以外には、留学雑誌などでの広告や DM などによる広報がメイン
✴ 2000 年代になってインターネットの本格普及に伴い、ウェブサイト、ウェブ広告、広報メールなどの
広告にシフトしてきた　
✴ またネットやメールの普及に伴い、留学エージェントを通さず直接海外の学校の情報を集めたり、申
込をすることも可能になってきている（実際にそういう人の割合が急激いに増えているわけではないが）
　 このような状況を踏まえ、留学サービス（情報提供やアドバイス、手続代行や航空券手配、ビザ手配
などのワンストップでの提供、出発後のサポート）自体変わってゆくべき点は何か、またより効果的で
効率的な広報活動のあり方、について提案して下さい。
参考文献
・ 百海正一（2009）「ケースメソッドによる学習」学文社
・ 渡辺美恵子（2003）「キャリアの心理学」　ナカニシヤ出版
・ ルイスＢ . バーンズ（2010）ケースメソッド教授法
・ 高木晴夫、竹内伸一（2010）「ケースメソッド教授法入門―理論・技法・ココロ」慶應義塾大学出版会
・ 日本キャリアデザイン学会（2013）キャリアデザイン支援ハンドブックナカニシヤ出版
・ 小山裕子（2012）「PBL 型キャリア形成科目におけるキャリア意識促進の試み」日本キャリア教育学
会発表論文集
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巻末１
2013 年度　キャリア入門講座　授業計画      
回 タイトル 担当 概要
１ ガイダンス
キャリアポートフォリオ作
成について
小山 講座全体の目的・目標の理解
ポートフォリオについての説明
学びの意義について　課題　基礎力セルフ
チェック
２ 社会人になるために
府立大学の理念
大学の学びと社会との接点
学長
小山
アカデミアのキャリア（学長）
学長と学生との対話
３ 社会人になるために
～働くことの意味と定義～
小山 勤労観の醸成　何のために働くのか
社会で求められている基礎力について ( 社会人
基礎力 )
４ 社会人になるために
自己理解を深める
（興味・関心、スキル）
小山 アセスメントツールを利用した現時点での自己
のスキルや能力の把握と興味・関心について考
えてみる
測定結果の活用の仕方と目標設定について
今後の大学生活と目標設定
５ 社会人になるために
大学での学びと経験
京都府男女
共同参画課
ワークライフバランスの観点から男女共同参画
の現状と今後の課題について
６ 学びと経験
社会で活躍する人
小山 前期の振り返りを行い、大学での学びと経験が
将来のキャリアにどのように生きてくるかを考
えてみる
個人ワーク、グループワークキャリア基礎講義
7 学びと経験
社会で活躍する人
帝人グループ
人事担当役員
ゲスト・スピーカによる講演（45 分）
質疑応答（45 分）
8 学びと経験
社会で活躍する人
先輩（京都府庁） ゲスト・スピーカによる講演（45 分）
質疑応答（45 分）
9 キャリアデザインをすると
は
小山 キャリア論の紹介を通して、キャリア形成への
理解を深める　自分の興味・関心・価値観など
を考える 
10 社会人になるために
大学での学びと経験
京都労働局長 仕事を取り巻く環境
働く人を守る法律について
11 学びと経験
社会で活躍する人たち
佐々木酒造（株）
代表
ゲスト・スピーカの講演（45 分）
質疑応答（45 分）
12 学びと経験
社会で活躍する人たち
武 田 薬 品 工 業
（株）
人事グループ
ゲスト・スピーカの講演（45 分）
質疑応答（45 分）
13 学びと経験
社会で活躍する人たち
NPO 法人
事務局
ゲストスピーカーによる講演（45 分）
質疑応答（45 分）
14 学びと経験
社会で活躍する人たち
朝日新聞（株）
記者
ゲスト・スピーカによる講演（45 分）
質疑応答（45 分）
15 まとめ
キャリアポート
フォリオ活用法
小山 科目全体のまとめ及びアセスメント（45 分）
キャリアポートフォリオを振り返り、今後の学
生生活を考える　今後のポートフォリオの活用
文系学部の特性を活かした課題解決型キャリア形成科目
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巻末２
ゲストスピーカーの紹介 2013 年 10 月 1 日
カテゴリー スピーカー予定者 時期 目的と主旨
学びと経験
女性のキャリア形成を知る
未定（京都府職員）
男女共同参画課
ワークライフバランス
推進担当
11/5
（火）
4 コース
男女共同参画とワークライスバ
ランスについて理解し、自分自
身のキャリアデザインに活かす
学びと経験（１）
企業でのキャリア形成を知る
国際社会でのキャリア形成を
知る
企業の専務執行役員
森田義一氏
（元帝人グループ役員
/ 帝人アメリカ社長）
11/12
( 火 )
5 コース
スピーカーのキャリアとキャリ
ア観
仕事の楽しさ、厳しさ
企業が求める人材について
社会人基礎力グローバル人材に
ついて
学びと経験（２）
府大ＯＢのキャリア形成を知
る
卒後 1 年目のキャリアについ
て
植田奈々子氏
（京都府職員）
11/19
( 火 )
４コース
様々な分野で働く先輩の仕事の
内容やキャリア観を聴き、自分
自身の将来のキャリアについて
考える
学びと経験（３）
地域社会でのキャリア形成
を知る
京都の伝統・地場産業経営者
佐々木　晃氏
（佐々木酒造（株）
代表取締役）
12/12
( 木 )
5 コース
仕事の内容
スピーカーのキャリアとキャリ
ア観
伝統産業における仕事の楽し
さ、厳しさ
大学生活を充実させること（大
学の学びや課外活動等）の大切
さと社会が求める
学びと経験（４）
企業でのキャリア形成を知る
国際社会でのキャリア形成を
知る
企業の採用担当者
済木俊行氏
（武田薬品工業株式会
社人事採用担当）
12/19
( 木 )
5 コース
スピーカーのキャリアとキャリ
ア観
仕事の楽しさ、厳しさ
企業が求める人材について
大学生活を充実させること（大
学の学びや課外活動等）の大切
さと社会が求める
学びと経験（５）
NPO でのキャリア形成を知
る
大島祥子氏
（SURK 創生事務所代
表）
1/9
（木）
5 コース
仕事の内容
スピーカーのキャリアとキャリ
ア観
地域とかかわる生き方と京都の
まちづくりについて
学びと経験（６）
卒業７年後のキャリアを知る
放送・メディア関係者
　佐藤剛志氏
（朝日新聞社記者）
1/16
( 木 )
5 コース
新聞社の仕事
地域社会とのかかわり
新聞記者としてのキャリアと
キャリア観
学生時代に打ち込んだこと
学生時代に学んだことと今の職
業とのつながり
 （2014 年 10 月 1 日受理）
 （こやま　ゆうこ　キャリアサポートセンター 特任准教授）
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